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2025年度早稲田大学大学院教育学研究科

修土課程一般。外国学生入学試験問題

［専門科目］ 【学校教育専攻】

解答上の注意

1。 学校教育専攻の入学試験問題は、出願時に届け出た研究指導・指導教員の専門分野により下記の表のように分

かれています。「志願票に記入した研究指導名」にしたがって指定された「解答すべき設問」を解答しなさい。

志願票に記入した研究指導名 志願票に記入した指導教員名 解答すべき設問

教育学研究指導 藤井千春

教育史研究指導 三上敦史

教育哲学研究指導 坂倉裕治

教育内容・方法研究指導 根津朋実
設問 I
（教育学）

学校経営学研究指導 菊地栄治

比較教育学研究指導 鴨川 明子

教育工学研究指導 三尾忠男

教育社会学研究指導 吉田文

社会教育学研究指導 小林敦子

社会教育学研究指導 坂内夏子 設問II

社会教育学研究指導 矢口 徹也
（教育社会学。

社会教育学）

生涯教育学研究指導 濱中 子

生涯教育学研究指導 田辺智子

発達・教育心理学研究指導 上淵 寿

臨床心理学研究指導 堀 正士

教育評価・測定研究指導 椎名 乾平 設問皿

障害・神経心理学研究指 坂爪一幸 （教育心理学）

学校心理学研究指導 本田恵子

社会心理学研究指導 安達智子

初等教育学研究指導 河村茂雄

初等教育学研究指導 佐藤隆之 設問N

初等教育学研究指導 大泉 （初等教育学）

初等教育学研究指導 佐藤寛之

2。 「解答すべき設問」以外を解答した場合、当該解答は「 0点」となります。

3.解答用紙の所定欄に、 「設問番号」 （例： 「I」 ・ 「W」など）と「問題番号」 （設問 I.m. wでは「 1」

「2A」 「2B」、設問 IIでは「 1」 「2」 「3または 4」)を必ず記入すること。また、全ての解答用紙の

所定欄に受験番号・氏名・研究指導名・指導教員名を必ず記入すること。

4.解答用紙は、 「問題番号」 （設問 I・ill・ Nでは「 1」 「2A」 「2B」、設問 IIでは「 1」 「2」

「3または 4」)別に使用すること（一つの問題で一枚使用）。

5。解答用紙のホッチキスは、はずさないこと。また、無解答の解答用紙でも提出すること。

6。 問題用紙は「 6枚」 （本ページ含む）、解答用紙は「 3枚」です。必ず枚数を確認すること。

以上
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設問 I （教育学）

問題 1 以下の 7題中、 1課題を選び、論述しなさい。

※論述にあたっては、選択した課題番号と課題文の全部を書き写してから始めること。

(1)発展途上国の困難な状況にある子どもの教育について、具体的な事例を挙げながら論述しなさい。

(2)学校における授業研究に関し、研究的側面の長所と短所について論述しなさい。

(3)近代公教育制度について、その三原則を踏まえて論述しなさい。

(4) 1943年「中等学校令」の歴史的意義について論述しなさい。

(5) ジェンダーの視点から、日本における学校経営の現代的課題を描き出した上で、実効性のある解決策について論述
しなさい。

(6) ジャン＝ジャック・ルソーの「本源的善性 (bonteoriginelle) 」論をてがかりとして、現代日本における教育問
題について論述しなさい。

(7)現在の日本の中学校、中等教育学校、および義務教育学校について、それぞれ概要を論述しなさい。

問題 2 A群、 B群の項目について、それぞれの指示に従って、解説しなさい。

<A群＞以下の 5項目 (1)~(5)中、 2項目を選び、解説しなさい。

※解説にあたっては、選択した番号と項目 き写してから始めること。

(1)坪内逍遥 (2) OECD (3)潜在的カリキュラム (4)不登校 (5)和魂洋才

<B群＞以下の 22項目 (1)~(22)中、 4項目を選び、解説しなさい。
※解説にあたっては、選択した番号と項目を書き写してから始めること。

(1) OHP (overhead projector) 

(4) （旧）東京大学

(7) 『世界図絵』

(12)'learning by doing' 

(2) グラウンデッド・セオリー

(5) 臨時教育審議会

(8) ニコラ・ド・コンドルセ

(3) 「給特法」

(6) デジタル・ポートフォリオ

(9) 学校法人

(10) 実業補習学校 (11) 社会科学高等研究院 (Ecoledes hautes etudes en sciences sociales) 

(13) カロリング・ルネサンス (14) リーディング DXスクール

(15) SDGs目標 4

(18) 『赤い鳥』

(16)イヴァン・イリイチ

(19) 総額裁量制

(17)学校給食法

(20) S~•tf-Regulat ed Learning 

(21) フリードリヒ・ヴィルヘルム・ニーチェ (22)部活動の地域移行
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設問n（教育社会学襲社会教育学）

問題1 以下の 6題中、 1課題を選び、論述しなさい。

※論述にあたっては、選択した課題番号と課題文の全部を書き写してから始めること。

(1) 学校は社会統制の機関だと論じられる。それはどのような意味か、また、他の類似機関と比較して学校の

特徴はどこにあるか、下記に提示した語句を参考にして論じなさい。

く参考語句＞

社会秩序 支配権力 社会化 選抜と配分 正当化

(2) 高等教育にかかる費用負担については、一方で無償化、他方で家計負担増（授業料値上げ）など、様々な主

張が見受けられる。では、ここで「高等教育の無償化」に注目した場合、それを進展するにあたって問題と

なる点にどのようなものが挙げられるか、 4つ以上の観点から論述しなさい。

(3) 2020年、社会教育士制度が発足した。社会教育士と従来の社会教育主事制度との相違点を述べ、その上で

学校教育への貢献の可能性について論述しなさい。

(4) 公民館、図書館、博物館といった社会教育施設が、戦後の日本社会の中で、どのような役割を果たしてきた

のかを論じ、合わせて将来にむけて、いなかる役割を担うべきかを論じなさい。

(5) 高齢者の学習は社会状況とともにどのように変化してきているのか。①高齢者のイメージの変化、②高齢

者に期待されるところ、③現在の高齢者の特徴を記述した上で、④行政に求められること、⑤高齢者の学

びの多様化について、具体的に説明しなさい。

(6) 指定管理者制度とは何かを説明した上で、指定管理者制度が社会教育施設に与えた影響について、具体例

を挙げながら多面的に論じなさい。

問題 2 以下の 5項目 (1)~(5)中、 2項目を選び、解説しなさい。

※解説にあたっては、選択した番号と項目を書き写してから始めること。

(1)坪内逍遥 (2) OECD (3)潜在的カリキュラム (4)不登校 (5)和魂洋才

以下、出願時に「士田文または「濱中：子または「田辺子 とした志 は 題 3 を、出願

時に［矢口徹也」または「小林敦子」または「坂内夏子」を指導教員とした志願者は問題 4を解答しなさい。

問題 3 社会調査ならびにその分析にかんする以下の3点について、それぞれ答えなさい（吉田文、濱中淳子、田

辺智子を指導教員とした志願者用）。

※解答にあたっては、「問題番号」の欄に「 3」と明記し、 (1)、(2)、(3) と記してから始めること。

(1) インタビュー調査の対象者について、その抽出法ならびに規模をどのように考えればよいか、説明しな

さい。

(2) 相関関係と因果関係の違いについて、事例を用いながら説明しなさい。

(3) 推測統計とは何か、「標本」と「母集団」という用語を用いて説明しなさい。

問題4は次のページ
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2025年度早稲田大学大学院教育学研

程一般。外国学生入

［専門科目］ 【学校教育専攻】

問題4以下の 13項目(1)~(13)中、 6項目を選び、解説しなさい（矢口徹也・小林敦子・坂内夏子を指導教員とした志

願者用）。

※解説にあたっては、「問題番号」の欄に「4」と明記し、選択した番号と項目を書き写してから始めること。

(1)オーバーラポール (2)地域おこし協力隊 （3)青年海外協力隊

(4)寺中作雄 （5)二宮尊徳 （6)社会教育法

(7)公民館

(10)文化庁

(13)高齢者事業団

(8)学習権宣言（1985) (9) 2025年問題

(11)男女共同参画社会基本法 (12)有給教育訓練休暇

伝
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設問m（教育心理学）

問題 l 以下の 6題中、 1課題を選び、論述しなさい。

※ 論述にあたっては、選択した課題番号と課題文の全部を書き写してから始めること。

l) 認知バイアスについて論述しなさい。

2) 神経発達症（発達障害）にみられる能力や行動の特徴を脳の高次機能から論述しなさい。

3) 心理面接時に生じる転移性恋愛について、転移の持つ臨床上の意義を踏まえてその問題点について

論述しなさい。

4) 自動思考の具体例を 2つ以上挙げ、衝動行動が生じるまでの認知、感情、行動のメカニズムについて

論述しなさい。

5) 暗黙の知能観が動機づけに及ぼす影響を論述しなさい。

6) 衡平理論（公平理論）を概略したうえて、従業員が公正さを感じられる評価システムを構築するために

は何が必要かを論述しなさい。

問題2 A群、 B群の項目について、それぞれの指示に従って、解説しなさい。

<A群＞ 以下の 5項目 (I)~(5)中、 2項目を選び、解説しなさい。

※ 解説に当たっては、選択した番号と項目を書き写してから始めること。

(I)坪内逍遥 （2) OECO (3)潜在的カリキュラム (4)不登校 (5)和魂洋才

<B群＞ 以下の 12項目 (I)~(12)中、 6項目を選び、解説しなさい。

※ 解説に当たっては、選択した番号と項目を書き写してから始めること。

(I)再犯率と再犯者率

(5)前頭葉症候群

(q)心的外傷後成長

(2)ジョハリの窓

(6)学習方略

(10)代理母実験

(3)ステレオタイプ骨威 (4)潜在的・顕在的自尊感情

(7)背向型学習法 (8)情動（感情）コンピテンス

(ll)板倉聖宣 (12)社会的カモフラージュ行動

↑
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育専攻】

股問胃（初等轍育学）

1 以下の3題中， 1課題を選び．諭述しなさい。

※論述にあたっては，選択した課題番号と課題文の全部を書き写してから始めること。

(1)子どもの生活経験を重視した，学校と地域の連携について，具体例をあげて論述しなさい。

(2)美術教育（図画工作・美術科）で育成する創造性の特性と教育的意義について，具体例を挙げて論述しなさい。

(3)一般に，科学的な探究は，仮説演繹的な方法を用いることが多い。科学教育において，問題解決の過程（あるい
は，探究の過程）はどのようなプロセス（学習過程）で行われているかについて，具体的な事例を挙げて論述し
なさい。

2 A群， B群の項目についてそれぞれの指示に従って，解説しなさい。

<A群＞以下の 5項目 (1)~(5)中， 2項目を選び，解説しなさい。

※解説にあたっては，選択した番号と項目を書き写してから始めること。

(1)坪内逍遥 •(2)0欧 (3)潜在的カリキュラム (4)不登校 （5)和魂洋才

<B群＞以下の 12項目(1)~(12)中， 4項目を選び．解説しなさい。

※解説にあたっては，選択した番号と項目を書き写してから始めること。

(1)パーカースト

(5) シュタイナー

(2)スクリブル

(6) DBAE 

•(3) 環境教育

(7)デューイ・スクール

(4)パフォーマンス評価

(8)視覚型と触覚型

(9)科学の性質（科学の本質： Natureof Science) 

(11) スタート・カリキュラム

(10) 『児童の世紀』

(12) 「つくり，つくりかえ，つくる」

／
 



教員名（

受験番号

氏 名

設問番号

研究指導

） 

問題番号

2025年度 早稲田大学大学院教育学研究科

修士課程 一般・外国学生入学試験解答用紙

［専門科目］ 【学校教育専攻】

大学記入欄

-................................................... -......................"............會..................................................................................................................""”””.....會..............”.........................................................................

.......................................,,,,,,,,,,,,.,.,.,..,...拿．．．，．．．．，拿"●●●"'●●99,.,......................,..,.......,...............................................................

--・・・・・・・・・・・・・・・・,.................””......................”................................................................,......................事..........................................事.................................,................,."'●.......... 

▼ 裏面に続く ▼ 



▼ 裏面を使用する場合はここから記入すること ▼ 

,..............................囀....."":................................................"............................................................................................................................................................................................................................................................................................".....................”.....................

▲ ここまで ▲ 





▼ 裏面を使用する場合はここから記入すること ▼ 

......●--・・・・・-・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・,....,....,................,............................,................”.......責.......................,.....................,.......................,.,.,...........

,...,..,.,...,.,'”’'””9999999.,...,..,..,.....”....................,..,...,......................99999999999......會●●●""鴫．，．．．．．．．．．．．．．99 9 9 9 999..,.............999999999999●●●'"””'”’'"”"”"" "'""......................,.............””””"'"""”●●""●9 99 9.....................,.,....,..................,.,................,...,..,..,.........."”'...........................,.......................,. 

▲ ここまで ▲ 
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